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話題の本棚

	 フランコ・モレッティ著、秋草俊一郎／今井亮一／落合一樹／高橋知之訳『遠読〈世界文学システム〉への挑戦』

	 北川眞也著『アンチ・ジオポリティクス　資本と国家に抗う移動の地理学』

特集／予算1000円絶品本
新刊コーナー／新書コーナー／私の本棚
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あなたが創る生協の書評誌

て
い
よ
う綴葉 ８
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話題の本棚

テ
ク
ス
ト
か
ら
遠
く
離
れ
て
―
―
文
学
研
究
の
問
題
作
、新
装
復
刊

　

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
名
前
は
誰
し
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

登
場
か
ら
百
年
以
上
経
っ
た
い
ま
な
お
読
ま
れ
、
世
界
的
に
親
し
ま
れ
て
い
る

名
探
偵
。
ホ
ー
ム
ズ
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
推
理
小
説
を
、
そ
の
歴
史
を
語
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
さ
て
、
そ
れ
で
は
、
ホ
ー
ム
ズ
以
外
は

0

0

0

0

0

0

0

？

　

ホ
ー
ム
ズ
と
同
時
代
、
ホ
ー
ム
ズ
以
外
に
も
膨
大
な
推
理
小
説
が
書
か
れ
、

た
く
さ
ん
の
名
探
偵
が
生
ま
れ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
い
ま
と
な

っ
て
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
と
ホ
ー
ム
ズ
の
運
命
を
分
け
た
の
は
、
い
っ

た
い
な
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
？　

な
ぜ
ホ
ー
ム
ズ
が
生
き
残
っ
た
の
だ
ろ
う
？　

そ
れ
は
ホ
ー
ム
ズ
を
読
む
だ
け
で
は
答
え
ら
れ
な
い
問
い
で
あ
る
。
し
か
し
本

書
の
著
者
モ
レ
ッ
テ
ィ
が
言
う
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
問
い
に
対
し
て
《「
も

っ
と
」
読
む
こ
と
は
常
に
い
い
こ
と
だ
が
、
解
決
に
は
な
ら
な
い
》。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
？

◆
「
精
読close reading

」
な
ら
ぬ
「
遠
読distant reading

」

　

本
書
は
比
較
文
学
者
フ
ラ
ン
コ
・
モ
レ
ッ
テ
ィ
の
論
文
集
だ
が
、
そ
の
内
容

は
い
ず
れ
も
文
学
研
究
と
聞
い
て
一
般
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
も
の
と
は
一
線
を

画
す
も
の
だ
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
精
読
し
な
い

0

0

0

0

0

。
そ
の
代
わ
り
に
、
無
数
の

タ
イ
ト
ル
を
地
図
や
樹
形
図
に
並
べ
た
り
、
タ
イ
ト
ル
そ
の
も
の
を
デ
ー
タ
化

し
て
計
量
的
に
分
析
し
た
り
す
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
描
き
出
し
、
グ
ラ
フ
を

プ
ロ
ッ
ト
す
る
。
そ
れ
が
「
遠
読
」
―
―
文
学
を
俯
瞰
的
に
論
じ
る
手
法
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
地
に
足
の
着
い
た
読
解
と
は
言
え
な
い
。
モ
レ
ッ
テ
ィ

が
本
書
で
提
案
し
て
い
る
の
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て
地
球
を
撮
ろ
う
と

す
る
よ
う
な
こ
と
だ
。
そ
の
眼
差
し
は
地
上
を
あ
ま
ね
く
平
ら
に
均
し
、
作
家

や
作
品
、
あ
る
い
は
言
語
や
土
地
ご
と
の
固
有
性
を
捨
象
し
か
ね
な
い
（
事
実
、

訳
注
や
解
説
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
モ
レ
ッ
テ
ィ
の
非
欧
米
文
学
に
対
す

る
理
解
や
論
証
は
問
題
含
み
で
あ
る
）。
け
れ
ど
も
彼
の
眼
差
し
は
同
時
に
、

巨
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
、
全
地
球
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
文
学
を
捉
え
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
。
こ
れ
は
言
わ
ば
、
生
態
学
的
な
文
学
観
だ
。
地
理
、
経
済
、
そ

し
て
政
治
と
、
何
よ
り
読
者
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
み
合
い
な
が
ら
、
分
岐

と
淘
汰
が
進
ん
で
ゆ
く
。

◆
実
験
と
し
て
の
文
学
研
究

　

先
ほ
ど
の
問
い
に
戻
ろ
う
。
な
ぜ
ホ
ー
ム
ズ
が
生
き
残
っ
た
の
か
？　

モ
レ

ッ
テ
ィ
は
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
進
化
論
的
な
発
想
か
ら
答
え
よ
う
と
す
る
。

は
っ
き
り
言
っ
て
そ
の
見
立
て
は
か
な
り
大
雑
把
で
胡
乱
だ
。
け
れ
ど
も
繰
り

返
さ
れ
る
分
岐
と
淘
汰
を
現
し
た
樹
形
図
は
、
い
ま
と
な
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
記

憶
さ
れ
て
い
な
い
作
家
・
作
品
た
ち
を
掬
い
あ
げ
、
ひ
と
つ
の
歴
史
へ
の
包
摂

を
図
る
。
こ
の
一
点
に
お
い
て
、
彼
の
試
み
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
興
味
深
い
。

　

そ
う
、
試
み
。
あ
る
い
は
実
験
、
挑
戦
、
賭
け
。
本
書
に
お
い
て
モ
レ
ッ
テ

ィ
の
理
論
と
実
践
は
、
そ
ん
な
言
葉
で
表
せ
る
だ
ろ
う
。
彼
は
そ
の
賭
け
に
勝

っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
が
、
こ
こ
で
模
索
さ
れ
て
い
る
の
は
答
え
で
は

な
く
、
問
う
た
め
の
方
法
だ
。
だ
か
ら
大
い
に
反
論
す
れ
ば
良
い
。
そ
う
し
て

思
考
を
深
め
、
広
げ
て
ゆ
く
。
本
書
は
そ
の
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。�

（�

水
炊
き 

）

�

（
三
六
〇
頁　

税
込
五
〇
六
〇
円　

6
月
刊
）

遠
読

〈
世
界
文
学
シ
ス
テ
ム
〉へ
の
挑
戦

フ
ラ
ン
コ
・
モ
レ
ッ
テ
ィ
著

秋
草
俊
一
郎
／
今
井
亮
一
／
落
合
一
樹
／

高
橋
知
之
訳　
み
す
ず
書
房
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話題の本棚

ノ
ー
・
ボ
ー
ダ
ー
の
叫
び
を
聞
け
―
―
批
判
地
理
学
の
最
前
線

　

こ
の
頃
、
書
店
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
「
地
政
学
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
す
る
機
会

が
増
え
て
き
た
。
地
政
学
を
冠
す
る
一
般
書
の
多
く
は
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
戦
争
や
中
国
の
影
響
力
の
増
大
と
い
っ
た
国
際
情
勢
に
対
し
て
、
地
図
を

用
い
て
そ
の
要
因
や
展
望
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
世
界
に
渦
巻
く
様
々
な
争

い
を
地
図
に
あ
て
は
め
、
対
立
軸
を
明
示
す
る
と
い
う
分
か
り
易
さ
か
ら
、
地

政
学
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　

い
く
つ
も
の
国
家
が
ピ
ー
ス
に
な
っ
て
大
地
と
い
う
パ
ズ
ル
を
埋
め
尽
く
す
。

一
色
で
塗
ら
れ
た
国
家
に
は
一
つ
の
国
民
、
一
つ
の
領
土
が
あ
り
、
誰
し
も
が

そ
の
ど
れ
か
に
属
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
地
政
学
に
典
型

的
な
世
界
認
識
、
地
図
の
よ
う
に
世
界
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
、

著
者
は
「
地
図
学
的
理
性
」
と
呼
ん
で
批
判
す
る
。
領
土
と
い
う
ピ
ー
ス
を
一

色
で
塗
り
つ
ぶ
す
た
め
に
、
国
家
は
支
配
や
略
奪
と
い
っ
た
権
力
を
土
地
と
身

体
に
対
し
て
行
使
し
て
き
た
。
一
方
で
人
び
と
は
国
境
を
越
え
て
移
動
し
、
国

家
や
資
本
に
よ
る
支
配
や
暴
力
に
対
峙
し
て
様
々
な
闘
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

無
数
の
人
び
と
の
う
ご
め
き
に
よ
っ
て
、
世
界
は
変
容
し
続
け
て
い
る
。
本
書

が
着
目
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
人
び
と
に
よ
る
移
動
と
闘
争
の
軌
跡
だ
。
つ
ま

り
、「
支
配
と
権
力
の
地
政
学
」
で
は
な
い
「
反
地
政
学
的
な
視
座
」
か
ら
、

こ
の
世
界
の
広
が
り
を
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
地
理
を
描
き
出
す
の
で
あ
る
。

　

地
中
海
・
ラ
ン
ペ
ド
ゥ
ー
ザ
島
の
移
民
難
民
収
容
所
、
ア
テ
ネ
の
廃
ホ
テ
ル

に
現
れ
た
難
民
の
自
助
空
間
、
巨
大
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
反
対
す
る
ト
リ
ノ
郊
外

の
山
中
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
か
ら
の
技
能
実
習
生
が
点
在
す
る
日
本
の
中
小
企
業
。

本
書
が
取
り
上
げ
る
様
々
な
場
所
は
、
著
者
で
あ
る
地
理
学
者
・
北
川
眞
也
の

二
〇
年
以
上
に
及
ぶ
研
究
の
軌
跡
と
重
な
る
。
批
判
地
政
学
、
人
の
移
動
、
歓

待
、
収
容
所
、
生
政
治
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
イ
ン
フ
ラ
、
惑
星
都
市
化
、
ア

ナ
キ
ズ
ム
な
ど
、
取
り
扱
う
テ
ー
マ
も
多
岐
に
わ
た
る
。
ゆ
え
に
本
書
は
、
不

平
等
や
格
差
に
満
ち
た
世
界
を
権
力
か
ら
人
び
と
の
手
へ
と
解
放
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
き
た
、
批
判
地
理
学
の
現
代
的
な
展
開
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

北
川
の
視
点
は
常
に
、
国
家
や
資
本
に
よ
る
略
奪
や
搾
取
な
ど
の
暴
力
に
抗

い
、
境
界
を
移
動
し
、
叛
乱
す
る
無
数
の
人
び
と
に
向
け
ら
れ
て
き
た
。
ラ
ン

ぺ
ド
ゥ
ー
ザ
島
の
事
例
で
は
、
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
か
う
年
間

数
万
人
も
の
「
不
法
移
民
」
を
拘
禁
し
、
あ
る
と
き
は
強
制
送
還
し
、
あ
る
と

き
は
労
働
力
商
品
と
し
て
イ
タ
リ
ア
国
内
の
他
の
施
設
へ
と
配
送
す
る
こ
と
で
、

国
家
へ
の
人
の
流
れ
を
制
御
し
、
生
か
し
も
殺
し
も
す
る
生
権
力
の
空
間
と
し

て
収
容
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
同
時
に
、
生
権
力
に
よ
り
一
方
的

に
殺
害
・
追
放
さ
れ
て
し
ま
う
存
在
（
＝
剥
き
出
し
の
生
）
と
し
て
「
不
法
移

民
」
を
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
燃
や
し
国
籍
な
ど
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
自
ら
着
脱
す
る
こ
と
で
、
生
権
力
に
よ
る
監
視
の
目
を
潜
り
抜
け

て
境
界
を
移
動
し
、
生
の
権
利
を
叫
ぶ
彼
ら
の
主
体
性
を
北
川
は
強
調
す
る
。

　

自
ら
の
生
を
肯
定
し
あ
り
の
ま
ま
の
欲
望
を
表
出
す
る
ノ
ー
・
ボ
ー
ダ
ー
の

叫
び
が
、「
国
家
で
覆
わ
れ
た
こ
の
世
界
を
食
い
破
り
、
地
球
＝
大
地
の
次
元

と
共
鳴
し
」、
本
書
全
体
に
響
き
渡
る
。
そ
の
叫
び
を
聞
け
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
五
三
八
頁　

税
込
四
四
〇
〇
円　

3
月
刊
）

ア
ン
チ
・
ジ
オ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

資
本
と
国
家
に
抗
う 

移
動
の
地
理
学

北
川
眞
也
著

青
土
社
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　「お金がない！　でも面
白い本が読みたい！」そん
な欲張りなあなたにこそ、
近代文学をオススメしたい。
はじめてこの本を手に取っ
たとき、中身よりもまずそ
の値段に驚いたことをよく
覚えている。「1000 円あれば 2 冊も買えるん
だ！」と。
　古典と呼ばれる作品の魅力は、再読に耐え
得るところにある。この短編集は太宰の最も
得意とする女性一人称語りの小説を集めたも
のなのだが、「葉桜と魔笛」は桜が散るたび
に、「皮膚と心」は病院の待合室にいると読
み返したくなる。とりわけ表題作「女生徒」
は個人的に思い入れが深く、読み返すたびに
がらりと表情を変えた。
　出会いは小学六年生のとき、国語の先生に
勧められたのがきっかけだ。まだ「太宰治＝
走れメロス」だと思っているいたいけな少女
に対して、手酷い仕打ちだと思う。内容をよ
く理解できないまま、何となく暗鬱な気持ち
になって、半分も読めずに本を閉じた。リベ
ンジを果たしたのは主人公の年齢とほど近い
中学三年生のとき。「ああ、これは私のこと
だ」と思わせるのが太宰文学の魔力らしい。
そして大学生になって読み返すと、今度は主
人公を抱きしめたくなった。「なんて可愛い
んだろう！」と。煽り文の「多感で透明な心
情」の意味が初めて腑に落ちた。あの日の教
室に置いてきた自分自身の醜態も、まるごと
愛せる気がした。
　この本を開くたび、私は実家の柱に身長を
刻む光景が目に浮かぶ。一読では味わいきれ
ないのが近代文学の懐の深さだ。ワンコイン
で生涯寄り添える本に出会えたら、お得じゃ
ないだろうか。� （�くたくた ）
� （288 頁　税込 484 円）

女生徒
太宰治著
角川文庫

　

世
知
辛
い
世
の
中
に
な
っ
て
き
た
。
気
づ
け
ば
ラ
ー
メ
ン
は
ど
こ
も

1
0
0
0
円
前
後
。
数
年
前
は
7
0
0
円
前
後
で
食
べ
ら
れ
た
は
ず
な
の
に
。

追
加
で
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
を
付
け
た
日
に
は
も
う
「
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
で
こ
の

値
段
!?
」
と
頭
が
シ
ョ
ー
ト
。
本
の
世
界
も
例
外
で
は
な
い
。
文
庫
で

1
0
0
0
円
超
え
は
当
た
り
前
。
2
0
0
0
円
超
え
も
ち
ら
ほ
ら
出
て
き
た
。

こ
れ
で
は
学
生
が
本
を
買
わ
な
く
な
る
の
は
当
た
り
前
…
…
と
い
う
こ
と
で

本
特
集
で
は
「
1
0
0
0
円
以
下
で
買
え
る
絶
品
本
」
を
集
め
て
み
た
。
昼

飯
の
ラ
ー
メ
ン
を
抜
い
た
ら
買
え
る
お
値
段
。
昼
飯
代
で
一
生
モ
ノ
の
一
冊

に
め
ぐ
り
会
え
る
と
し
た
ら
…
…
そ
れ
は
も
し
か
す
る
と
お
安
い
の
で
は
？

�

（�

ぱ
や 

）

特集

 予算1000円 

絶品本
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　今回の特集は千円以内の
絶品本。それにぴったりな
のがこの本、バルザックの

『「人間喜劇」総序・金色の
目の女』だ。「人間喜劇」
とは何か？　――それは世
界のすべてを小説で呑み込
もうとする、尽きることのない欲望の大それ
た試みである。
　作者バルザックはこの総題のもと、没する
までに 91 編の小説を書き残した。貴族から
貧民まで、詐欺師から聖人までのあらゆる
人々を、異なる作品において同じ人物を再登
場させる手法（バルザックの偉大な発明だ）
で描いた作品群のうち、本書に含まれるのは
マニフェストたる「総序」と、中編小説「金
色の眼の娘」の二つだ。前者においてはバル
ザックの壮大な構想と、人間というものを捉
える原理が明かされる。そして後者ではその
実践編として、色男ド・マルセーと謎の美女
の間の情熱的なロマンス、そして血筋にまつ
わる愛憎劇が語られており、つまり、バラバ
ラに読んでも強烈に面白い。
　しかしなぜ、訳者はこれらを「抱き合わ
せ」でこのたび訳出したのか？　これがまさ
に慧眼というものだろう。「金色の眼の娘」
はｘ軸にロマンス、ｙ軸に血縁という平面の
上に歴史と地理のｚ軸までもを有しており、
中編ながらまさに、時代と社会を縦横に描き
出す「人間喜劇」の箱庭的代表例といえるの
だ。そして冒頭に据えられた舞台設定のくだ
りは、原理（「総序」）と具体例（小説）との
間をスムーズに橋渡ししてくれる。
　「人間喜劇」の巨大な世界に踏み出すのに
これほど適した本もまたとあるまい。お値段
なんと 1001 円（税込）。1 円の誤差は大目に
見てもらおうか。� （�コーク ）
� （312 頁　税込 1001 円）

　翼を持つ老人、バラの香
る海、海底遺跡、幽霊船�
――驚異は現実に溶け込み、
かつてあった話となる。さ
ながら、現代の民話。
　『百年の孤独』が 6 月に
文庫化されたことでも話題
になっているガルシア＝マルケス。『エレン
ディラ』は手軽に彼の魅力を味わえる中短編
集だ。奇想天外な出来事を語りつつも、語り
口は淡々として、現実を語るかのようである。
　評者のお気に入りは「この世でいちばん美
しい水死人」。ある村に、よそ者の男の水死
体が流れ着く。死体の美しさに掻き立てられ
る村人たちの空想は、水葬の後も村に影響を
与えていく。冷たい水死体が引き起こす、温
かな物語。
　唯一の中編であり、映画化もされている

「無垢なエレンディラと無情な祖母の信じが
たい悲惨の物語」にも言及しておきたい。砂
漠の広い屋敷で実の祖母と 2 人で暮らすエレ
ンディラは使用人のようにこき使われていた。
しかし、ある風の強い日に燭台が倒れ、屋敷
をすっかり燃やしてしまったことから、2 人
は外界へ出ていくことを余儀なくされる。外
の世界でも祖母は彼女に身売りをさせ、相変
わらずこき使うが、彼女は純真さを保つ傍ら
で少しずつ環境は変化していく。そして、彼
女に恋をした男がその境遇を変えるのだが
……幻想的なラストシーンが印象に残る。
　ガルシア＝マルケスの作品に見られる、驚
異の語り口はしばしば「マジック・リアリズ
ム」と呼ばれる。時に現代的な内容を語りつ
つも、空想を現実と混ぜ合わせ、淡々と語る
彼の短編は、民話のように、素朴でありつつ
も力強く心を打つ物語の力を感じさせる。
� （�荒砥 ）
� （208 頁　税込 638 円）

「人間喜劇」総序・金色の眼の娘
バルザック著、西川祐子訳

岩波文庫

エレンディラ
ガルシア＝マルケス著

鼓直／木村榮一訳　ちくま文庫
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　SF で何が書けるか。何
だって書けると、本書は答
える。SF で何を書くべきか。
その答えも、本書に刻まれ
ている。ミリタリー、ミス
テリー、ジュブナイル、冒
険活劇、作家論。無限の
SF の可能性を示す短編が 6 本、そして珠玉
の解説が 2 本収められている。
　SF と言えば突飛な世界設定に目を向けが
ちだが、神林長平は、その突飛な世界に生き
る人間が我々とどう異なるのか、を描いてい
るように思う。本書の作品はどれも地の文が
一人称視点で綴られている。虚構世界を生き
る人間が抱く感情、価値観、思考が主観的立
場から描かれ、フィクションとしてのリアリ
ティが高まり、虚構が現前する。読者はそこ
に生きる人々に共感を覚えつつも、決定的に
ズレている点に興味を惹かれる。古い作品の
中には、かつてはズレていた価値観が今や共
感しやすいものになっているものもあり、神
林長平の鋭い洞察と先見性が見られる。神林
長平は未来の可能性としてのフィクションを
提示し、その世界を生きる人間を描くことで、
読者に未来への応答を要請しているのだろう。
　特に印象的なのは、画面上に現れた伊藤計
劃を名乗る文字列と神林長平が自ら対峙する
表題作。伊藤計劃の作品を下地に、意識、リ
アル、フィクションの関係が論じられる。本
作はフィクション論を介した伊藤計劃への私
的な追悼文であると同時に、大震災という現
実へ立ち向かう SF 作家や SF 読者への開かれ
た決意表明となっている。両極端なこれら二
つの側面を両立させていること自体が神林長
平のフィクション論の強固さを裏付けている。
　「ヒトはフィクションなしでは生きていけ
ないんだ」。神林長平はそう断言した。�（�筏 ）
� （256 頁　税込 682 円）

　バックパッカーにとって
の教科書、あるいはバイブ
ルと呼ばれる『深夜特急』
シリーズ。新潮文庫から出
版されている文庫版は全 6
冊で構成されており、香港
からマレー半島、インド亜
大陸、シルクロード、そして地中海を経由し
たロンドンまでの陸路での旅路がそれぞれの
巻で地域ごとに描かれている。
　初めて本シリーズが出版されたのは 38 年
前である。しかし、今でもなお新装版として
登場することを考えると、非常に長い間人々
から愛されている「旅行記の古典」であると
言える。何故こんなにも長い間愛されるのか。
他の旅行記と何が違うのか。手に取るまでそ
んな疑問を持ち続けてきた。書評としては失
格かもしれないが、読了後も明確に説明する
ことはできない。一つ確実に言えることは、
著者の体験が、やけに瑞々しく鮮明に感じた、
ということである。古い白黒写真に、徐々に
色がついていくような感覚。言語がしにくい
感覚が、クセになるのかもしれない。
　著者の旅路は 40 年程前に行われたため、
同じ場所に行っても今では見ることのできな
い景色も多い。お金のレートも違い、現在と
地名が異なる場所すら存在する。そんな中で、
おそらく変わっていないであろう人とのつな
がりに、心惹かれるのかもしれない。もちろ
ん、良い人との出会いばかりではない。そん
な中でも他の旅行者や現地の人々と行動を共
にすることにより、筆者が感じたことをあり
ありと追体験できる。
　1 食分の値段で、約 40 年前のバックパッ
カーの世界半周旅行が追体験できる。文字を
媒介した手軽な「海外旅行」をしてみてはい
かがだろうか。� （�プラチ ）
� （272 頁　税込 693 円）

いま集合的無意識を、
神林長平著

ハヤカワ文庫JA

深夜特急１
―香港・マカオ―

沢木耕太郎著　新潮文庫
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　窓を閉め切って冷房を効
かせた部屋は、読書に適し
ている。蝉の声は遠のき、
暑さも忘れて、小説の世界
へ意識が溶け込む。極寒の
雪山にだって行ける。本書
の主人公、稔のように。
　ふいに物音がする。「本から顔をあげる。
随分とあかるい。まるで夏のようだ」と稔の
意識は現実に戻り切らない。作中の季節は、
正真正銘、夏である。
　稔は一人暮らしの 50 歳。代々続く資産家
の一族であり、悠々自適に気ままな日々を送
っている。元恋人と暮らす娘の波十と会った
り、ドイツに住む姉の雀とスカイプをしたり、
そしてたいていは本を読んでいる。寝椅子で、
寝室で、バスタブの中で……。彼の生活は現
実世界と小説の世界を行ったり来たりしてい
てその境界はときに曖昧だ。
　本書の魅力の一つに、その構成を挙げたい。
なんと、小説の中で読まれている小説が読め
る。稔が生活の合間に少しずつ読み進める小
説を、我々読者も同じように読むことができ
るのだ。同じようにというのはつまり、イン
ターホンが鳴れば物語は一旦途切れ、日々の
暮らしが進むとともに小説もまた読み進めら
れるということだ。江國香織の美しい筆致で
書かれるメインストーリーのみならず、作中
作の北欧ミステリやカリブ海のロマンスも、
というように 1 冊の本で様々な文体を味わえ
るのが贅沢なところである。
　大事件は起こらない。しかし登場人物たち
が持つどこか浮世離れした空気に非日常を、

‘読書’を感じる。1000 円でお釣りがくる本
書。そのお釣りで稔が食べていたソフトクリ
ームを買いに行ける。非日常の延長だ。なん
せ、まだ日は暮れないのだから。�（�ひるね ）
� （384 頁　税込 770 円）

　川上未映子が訊き、村上
春樹が語る。現代日本を代
表する作家二人による夢の
ようなインタビュー集――
それが本書だ。小説はどう
書けば、比喩はどう使えば、
文体はどう練り上げれば
……。作家を目指す者なら誰しも一度は抱く
であろうこれらの問いに、村上春樹があーで
もないこーでもないと答えてくれる。その面
白さは、村上の言葉を引用すればわかるはずだ。
　まずは「書き直し」について。「ボイスを
どういうふうにして作るかというと、結局は

『書き直し』なんですよね。最初まずひとと
おり書いておいて、それを何度も何度も書き
直して、磨いていって、ほとんどこのまま永
遠に手を入れ続けるんじゃないかと心配にな
るくらい手を入れていくうちに、だんだん自
分のリズムというか、うまく響き合うボイス
になっていくんです」。
　次に「解釈」について。「頭で解釈できる
ようなものは書いたってしょうがないじゃな
いですか。物語というのは、解釈できないか
らこそ物語になるんであって、これはこうい
う意味があると思う、って作者がいちいちパ
ッケージをほどいていたら、そんなの面白く
も何ともない。読者はガッカリしちゃいます。
作者にもよくわかっていないからこそ、読者
一人ひとりの中で意味が自由に膨らんでいく
んだと僕はいつも思っている」。
　どちらの言葉も長い作家生活から出てきた
もの。だからこそ否定しがたい説得力を持つ。
そして忘れるなかれ、これらの言葉は、村上
春樹の長年のファン・川上未映子が聞き手だ
ったからこそ引き出せたもの。川上と村上の相
性抜群コンビによる愉しい言葉のやり取りには、
創作のヒントがたくさん詰まっている。�（�ぱや ）
� （480 頁　税込 825 円）

なかなか暮れない夏の夕暮れ
江國香織著
ハルキ文庫

みみずくは黄昏に飛びたつ
川上未映子／村上春樹著

新潮文庫
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

あ
ら
ゆ
る
こ
と
は
今
起
こ
る

柴
崎
友
香
著

医
学
書
院

　

ラ
ン
ダ
ム
な
思
考
が

止
ま
ら
な
い
、
常
に
眠

い
、
遅
刻
が
多
い
、
片

付
け
が
で
き
な
い
。
同

様
の
症
状
を
抱
え
て
い
る
家
族
や
友
人
の
こ
と
が
思

い
浮
か
ぶ
。
彼
ら
の
こ
と
を
分
か
っ
て
い
た
つ
も
り

だ
っ
た
け
ど
、
本
当
の
意
味
で
は
分
か
っ
て
い
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
書
を
読
ん
で
、
彼
ら
の
世
界
を

少
し
だ
け
知
る
こ
と
が
で
き
た
気
が
し
た
。

　

著
者
は
芥
川
賞
受
賞
作
家
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
診
断
を

機
に
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
や
発
達
障
害
に
ま
つ
わ
る
自
ら
の

経
験
や
思
考
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
集
が
本
書
だ
。
発

達
障
害
に
ま
つ
わ
る
本
は
失
敗
談
と
そ
の
対
策
、
と

い
っ
た
構
成
に
な
り
が
ち
だ
。
本
書
も
冒
頭
に
述
べ

た
よ
う
な
困
り
ご
と
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な

経
験
や
思
考
の
過
程
、
世
界
の
捉
え
方
に
力
点
が
置

か
れ
て
い
る
。「
思
い
つ
い
た
あ
れ
も
こ
れ
も
が
洗

濯
機
の
よ
う
に
回
り
、
身
体
は
一
歩
も
動
け
な
い
」、

「
三
十
六
年
間
ず
っ
と
眠
た
か
っ
た
」、「
私
の
脳
は
、

励
ま
し
の
歌
を
歌
っ
て
く
れ
へ
ん
の
や
わ
」。
平
易
な

セ
ン
ス
の
哲
学

千
葉
雅
也
著

文
藝
春
秋

　
「
あ
の
人
セ
ン
ス
い

い
よ
ね
」
と
言
わ
れ
た

い
…
…
！　

―
―
そ
ん

な
俗
な
思
い
か
ら
本
書

を
手
に
取
っ
た
。
読
み
終
え
た
今
、
セ
ン
ス
が
良
く

な
っ
た
か
ど
う
か
は
正
直
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
少

な
く
と
も
、
絵
画
、
音
楽
、
小
説
、
何
で
あ
れ
、
こ

れ
ま
で
自
分
が
「
い
い
」
と
思
っ
た
も
の
を
自
分
は

な
ぜ
「
い
い
」
と
思
え
た
の
か
、
そ
れ
を
説
明
す
る

た
め
の
言
葉
は
得
た
よ
う
に
思
う
。
物
の
面
白
さ
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
物
を
見
る
と
き
私
た
ち
は
ど
こ

を
ど
う
見
れ
ば
い
い
の
か
、
そ
れ
を
本
書
は
教
え
て

く
れ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
リ
ズ
ム
」
だ
。

　

リ
ズ
ム
は
「
規
則
と
逸
脱
」
か
ら
成
る
。
同
じ
刺

激
が
繰
り
返
さ
れ
る
な
か
、
そ
こ
に
と
き
お
り
違
う

タ
イ
プ
の
刺
激
が
入
っ
て
く
る
。
ド
ラ
ム
で
あ
れ
ば
、

8
ビ
ー
ト
が
規
則
的
に
鳴
り
響
く
な
か
、
と
き
お
り

フ
ィ
ル
イ
ン
が
入
れ
ら
れ
る
。
ス
タ
ン
ド
ラ
イ
ト
で

あ
れ
ば
、
ス
ラ
ッ
と
し
た
フ
ォ
ル
ム
が
と
き
お
り
ク

ネ
ッ
と
曲
が
っ
た
り
ガ
ク
ッ
と
折
れ
た
り
す
る
。
こ

の
い
わ
ば
「
凸
と
凹
」
の
並
び
方
の
妙
、
そ
こ
に
意

識
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
「
セ
ン
ス
」
で
あ
る
と
著

者
は
言
う
。
物
の
面
白
さ
も
こ
こ
に
あ
る
。

　

絵
画
が
目
の
前
に
あ
る
と
し
よ
う
。
そ
の
と
き
ま

ず
す
べ
き
こ
と
は
、
個
々
の
部
分
に
ひ
そ
む
リ
ズ
ム

に
目
を
凝
ら
す
こ
と
で
あ
っ
て
、「
こ
れ
は
何
を
言

い
た
い
の
か
」
と
そ
の
全
体
の
意
味
を
問
う
こ
と
で

は
な
い
。
物
事
を
リ
ズ
ム
と
し
て
「
脱
意
味
的
」
に

楽
し
む
こ
と
、
そ
れ
が
セ
ン
ス
へ
の
目
覚
め
の
第
一

歩
な
の
だ
。
試
し
に
こ
れ
ま
で
自
分
が
「
い
い
」
と

思
っ
た
も
の
を
思
い
出
し
て
み
て
ほ
し
い
。
す
る
と

そ
こ
に
リ
ズ
ム
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
だ
。

　

こ
う
し
て
本
書
は
、
物
の
新
た
な
見
方
―
―
セ
ン

ス
―
―
を
私
た
ち
に
授
け
て
く
れ
る
。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
二
五
六
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

4
月
刊
）

語
り
に
加
え
、
連
想
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
話
題
が
あ
っ

ち
へ
こ
っ
ち
へ
無
軌
道
に
進
む
展
開
は
、
目
の
前
で

昔
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
心
地
よ
さ
が
あ
る
。

　

本
書
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
私
は
「
こ
の
私
」
を

通
じ
て
し
か
世
界
を
経
験
で
き
な
い
」
と
い
う
前
提

だ
。
こ
の
前
提
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
。
表
題
が
意
味

す
る
（
恐
ら
く
稀
有
な
）
時
間
感
覚
、
体
内
に
複
数

併
存
す
る
時
間
の
上
を
「
今
」
が
漂
っ
て
い
る
感
覚
。

評
者
は
そ
れ
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か

し
、
知
る
こ
と
は
で
き
た
。
本
書
を
き
っ
か
け
に
経

験
し
え
な
い
他
者
の
世
界
を
、
苦
し
み
を
、
知
る
人

が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。�

（�

筏 

）

�

（
三
〇
四
頁　

税
込
二
二
〇
〇
円　

5
月
刊
）
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ブ
ロ
ー
ク
ン
・
ブ
リ
テ
ン
に
聞
け

社
会
・
政
治
時
評
ク
ロ
ニ
ク
ル

２
０
１
８

－

２
０
２
３

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
著　

講
談
社
文
庫

　

英
国
・
ブ
ラ
イ
ト
ン

を
舞
台
に
、
中
学
生
の

息
子
と
母
で
あ
る
自
身

と
の
日
々
を
瑞
々
し
く

描
い
た
傑
作
エ
ッ
セ
イ
『
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ

イ
ト
で
、
ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
』。
そ
の
著
者
で
あ
る

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
は
、
保
育
士
と
し
て
働
き
な
が

ら
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
夫
と
公
営
住
宅
に
暮
ら

し
て
い
る
。
生
粋
の
労
働
者
階
級
で
あ
る
彼
女
が

様
々
な
媒
体
に
寄
稿
し
た
、
英
国
の
い
ま
に
切
り
込

む
時
事
エ
ッ
セ
イ
を
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

本
書
の
も
と
と
な
る
連
載
が
始
ま
っ
た
二
〇
一
八

年
は
、
二
〇
二
〇
年
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
向
け
、
具
体
的

な
条
件
で
揉
め
に
揉
め
て
い
る
時
期
だ
っ
た
。
や
が

て
コ
ロ
ナ
禍
が
到
来
し
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
死
去

す
る
。
こ
う
し
た
英
国
の
激
し
い
情
勢
の
変
化
は
、

遠
く
離
れ
た
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
く
る
ほ
ど
だ
。

　

そ
ん
な
な
か
ブ
レ
イ
デ
ィ
が
光
を
当
て
る
の
は
、

時
事
問
題
に
対
す
る
身
近
な
人
び
と
の
反
応
や
、
ド

ラ
マ
や
映
画
か
ら
見
え
る
小
さ
な
流
行
の
変
化
だ
。

経
済
格
差
が
深
刻
化
し
、
貧
困
層
に
食
材
を
提
供
す

る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
キ
ー
ワ
ー
カ
ー
の
低
賃
金
労
働
が
浮
き
彫

り
に
な
り
、
ス
ト
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
。
Ｅ
Ｕ
離

脱
と
残
留
と
い
う
新
た
な
対
立
軸
が
生
じ
て
い
る
こ

と
。
ロ
ー
カ
ル
な
声
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
で
、
日
本

か
ら
は
見
え
な
い
社
会
の
変
化
が
鮮
明
に
な
る
。

　

サ
ッ
チ
ャ
ー
期
か
ら
の
緊
縮
財
政
は
経
済
格
差
を

拡
大
し
た
。「
な
に
か
が
壊
れ
て
い
る
」
こ
と
に
英

国
社
会
も
気
づ
い
て
い
る
。
こ
の
書
評
を
書
く
間
に
、

労
働
党
が
一
四
年
ぶ
り
に
政
権
を
奪
取
し
た
。

　

暗
い
時
代
で
も
ブ
レ
イ
デ
ィ
は
筆
を
執
り
、
ぼ
や

き
な
が
ら
も
書
く
。
地
べ
た
か
ら
声
を
上
げ
る
。
そ

こ
に
こ
そ
、
彼
女
の
真
骨
頂
が
あ
る
。（�

た
い
や
き 

）

�

（
三
六
八
頁　

税
込
八
九
一
円　

3
月
刊
）

　
『
違
国
日
記
』『
花
井

沢
町
公
民
館
便
り
』

『
Ｈ
Ｅ
Ｒ
』。
彼
女
の
作

品
は
多
く
の
読
者
の
心

を
掴
み
、
救
っ
て
き
た
。
先
月
号
に
引
き
続
き
、
漫

画
家
・
ヤ
マ
シ
タ
ト
モ
コ
の
世
界
に
迫
る
一
冊
を
。

　

本
書
は
、
彼
女
の
漫
画
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
人

生
を
ま
る
っ
と
堪
能
で
き
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
本
（
な

ん
と
全
て
語
り
下
ろ
し
！
）。
幼
少
期
の
創
作
の
記

憶
、
影
響
を
受
け
た
作
品
、
出
自
で
も
あ
る
Ｂ
Ｌ
作

品
へ
の
愛
、
社
会
へ
の
違
和
感
、
そ
し
て
『
違
国
日

記
』
に
込
め
た
思
い
ま
で
―
―
フ
ァ
ン
垂
涎
の
贅
沢

な
一
冊
だ
。
さ
ら
に
セ
リ
フ
と
コ
マ
割
り
の
演
劇
性
、

人
物
造
形
へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
、
職
業
漫
画
家
と
し

て
の
語
り
も
満
載
で
漫
画
好
き
に
は
堪
ら
な
い
。

　

さ
て
、
Ｂ
Ｌ
に
Ｓ
Ｆ
、
ダ
ン
ス
、
は
た
ま
た
ホ
ラ

ー
。
彩
り
豊
か
な
作
品
を
述
懐
し
つ
つ
彼
女
が
語
る

の
は
、
そ
こ
に
通
底
す
る
物
語
へ
の
願
い
だ
。

　

そ
の
一
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
の
肯
定
。
欲
望
も

暴
力
も
絶
望
も
、
成
熟
の
養
分
な
ん
て
笑
い
飛
ば
せ

や
し
な
い
け
れ
ど
、
人
生
に
は
ど
う
し
た
っ
て
あ
る
0

0

も
の
だ
。
彼
女
は
そ
の
存
在
を
消
去
せ
ず
、
物
語
と

し
て
紡
ぎ
出
す
。
そ
の
二
、
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
つ
な
が
り
の
群
像
劇
。
彼
女
は
分
か
り
合

え
な
さ
を
丁
寧
に
、
穏
や
か
に
描
く
。
愛
と
い
う
感

情
は
、
恋
や
家
族
と
い
っ
た
狭
い
檻
の
中
で
解
決
さ

れ
な
く
て
も
い
い
。
た
と
え
こ
の
世
に
ま
だ
0

0

名
前
が

な
く
た
っ
て
、
目
の
前
の
人
間
と
築
き
、
広
が
り
、

変
化
し
て
い
く
こ
の
関
係
性
こ
そ
が
希
望
な
の
だ
。

　
“
ほ
ん
と
う
の
こ
と
は
誰
に
も
言
い
た
く
な
い
”

か
も
し
れ
な
い
。
私
だ
け
の
傷
、
苦
し
み
、
孤
独
が

あ
る
。「
で
も
、
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
知
る
こ
と

で
何
か
の
力
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
知
っ
て
い
る
か

ら
、そ
こ
は
描
い
て
い
き
た
い
ん
で
す
」。（�

浅
煎
り 

）

�

（
三
八
二
頁　

税
込
一
九
八
〇
円　

6
月
刊
）

ほ
ん
と
う
の
こ
と
は
誰
に
も

言
い
た
く
な
い

ヤ
マ
シ
タ
ト
モ
コ
／
山
本
文
子
著

フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
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ほ
ら
話
と
ほ
ん
と
う
の
話
、�

ほ
ん
の
十
ほ
ど［
新
装
版
］

ア
ラ
ス
タ
ー
・
グ
レ
イ
著

高
橋
和
久
訳　

白
水
社

　
「
わ
た
し
は
目
が
覚

め
た
。
そ
し
て
そ
れ
が

夢
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
、
す
べ
て
が
、
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
が
」

　

本
書
は
、
年
初
に
映
画
が
公
開
さ
れ
た
『
哀
れ
な

る
も
の
た
ち
』
の
原
作
者
で
も
あ
る
ア
ラ
ス
タ
ー
・

グ
レ
イ
に
よ
る
短
編
集
。
寓
話
や
Ｓ
Ｆ
、
コ
メ
デ
ィ

か
ら
恋
ま
で
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
短
編
が
収
録
さ

れ
た
本
書
は
、
訳
者
も
述
べ
る
よ
う
に
、
さ
な
が
ら

「
グ
レ
イ
を
味
わ
う
た
め
の
前
菜
盛
り
合
わ
せ
」
だ
。

　
「
家
路
に
向
か
っ
て
」
は
三
〇
歳
に
な
る
男
と
彼

の
昔
の
女
、
そ
し
て
今
の
女
の
口
論
を
描
い
た
コ
メ

デ
ィ
。
糾
弾
す
る
女
と
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
の
男
の
様

子
は
喜
劇
と
言
う
他
な
い
が
、
彼
ら
の
言
葉
の
端
々

に
に
じ
み
出
る
感
情
の
機
微
は
、
ひ
ど
く
現
実
的
な

も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
「
時
間
旅
行
」
で
は
、
語
り
手
が
眠
っ
て
い
る
間

に
足
の
指
の
間
に
は
さ
ま
っ
た
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
の

起
源
を
、
代
数
と
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
と
ベ
ー
コ
ン

的
な
帰
納
法
を
用
い
て
解
い
て
い
く
。
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
で
は
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
の
謎
、
そ
れ
と
と
も
に
明

失
わ
れ
た
も
の
た
ち
の
国

ジ
ョ
ン
・
コ
ナ
リ
ー
著

田
内
志
文
訳

東
京
創
元
社

　
「
行
き
て
帰
り
し
物

語
」
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

の
王
道
だ
。
少
年
少
女

た
ち
は
こ
こ
で
は
な
い

ど
こ
か
で
困
難
に
立
ち
向
か
い
、
元
の
世
界
へ
の
帰

還
を
目
指
す
。
大
人
に
な
っ
た
今
で
も
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
が
好
き
だ
。
で
も
ど
こ
か
で
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は

子
ど
も
の
特
権
だ
と
も
思
っ
て
い
た
。
本
書
も
伝
統

的
な
「
行
き
て
帰
り
し
物
語
」
の
一
つ
。
だ
が
、
異

世
界
を
冒
険
す
る
の
は
、
三
二
歳
の
大
人
の
女
性
だ
。

　

主
人
公
・
セ
レ
ス
に
は
八
歳
の
娘
が
い
る
。
母
娘

二
人
、
満
ち
足
り
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
あ
る
日
、

娘
は
交
通
事
故
で
昏
睡
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

セ
レ
ス
は
毎
日
病
室
に
通
っ
て
、
目
を
覚
ま
さ
な
い
、

い
つ
死
ん
で
し
ま
う
と
も
わ
か
ら
な
い
娘
の
看
病
を

続
け
る
。
心
身
と
も
に
限
界
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

た
頃
、
彼
女
は
『
失
わ
れ
た
も
の
た
ち
の
本
』
と
い

う
一
冊
の
本
―
―
そ
う
、
ご
存
じ
の
方
も
い
る
だ
ろ

う
、
同
著
者
に
よ
る
実
在
す
る
物
語
―
―
と
出
会
っ

た
。
本
の
中
で
は
母
を
亡
く
し
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
少

年
が
、
お
と
ぎ
話
の
登
場
人
物
た
ち
が
織
り
な
す
異

世
界
に
迷
い
込
む
。
夢
中
で
読
み
進
め
た
セ
レ
ス
は
、

突
然
見
知
ら
ぬ
場
所
に
迷
い
込
ん
だ
と
き
、
そ
こ
が

あ
の
本
の
世
界
だ
と
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。
一
刻
も
早

く
娘
の
眠
る
元
の
世
界
へ
戻
ら
な
く
て
は
、
と
。

　

逃
げ
出
し
て
し
ま
い
た
い
現
実
が
あ
る
の
は
大
人

も
子
ど
も
と
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
大
人
に
は
大
人

の
異
世
界
の
歩
き
方
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
て
い

る
間
に
も
娘
は
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
で
も
セ
レ
ス
は
、
立
ち
寄
っ
た
村
で
子
ど
も
が
攫

わ
れ
た
ら
、
そ
の
子
の
親
を
思
っ
て
探
し
に
行
く
。

使
い
た
く
な
か
っ
た
短
剣
も
子
ど
も
の
た
め
な
ら
殺

意
を
持
っ
て
振
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な
彼
女
が

書
く
こ
の
「
続
編
」
の
結
末
や
い
か
に
。（�

ひ
る
ね 

）

�

（
五
一
〇
頁　

税
込
二
九
七
〇
円　

6
月
刊
）

か
さ
れ
る
事
実
、
タ
イ
ト
ル
の
意
味
が
交
錯
す
る
。

　

エ
ピ
ロ
ー
グ
の
「
ミ
ス
タ
ー
・
ミ
ー
ク
ル
」
は
著

者
の
中
等
学
校
時
代
の
恩
師
を
語
る
自
伝
的
短
編
で

あ
る
。
著
者
が
執
筆
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
、

物
書
き
に
な
っ
て
か
ら
の
恩
師
と
の
交
流
、
い
つ
の

間
に
か
語
り
は
空
想
的
に
な
り
、
著
者
は
目
を
覚
ま

し
、
冒
頭
の
引
用
へ
と
続
く
。

　

本
書
で
描
き
出
さ
れ
る
の
は
空
想
的
な
リ
ア
ル
、

リ
ア
ル
な
空
想
。
物
語
を
読
み
終
わ
っ
た
後
の
感
覚

は
目
覚
め
に
も
似
て
い
る
。
本
を
読
む
こ
と
は
、
夢

を
見
る
こ
と
と
同
じ
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

す
べ
て
が
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
。�

（�

荒
砥 

）

�

（
二
一
八
頁　

税
込
二
八
六
〇
円　

5
月
刊
）
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飛
ぶ
男

安
部
公
房
著

新
潮
文
庫

　

空
中
浮
遊
。
透
明
人

間
。
誰
も
が
一
度
は
夢

見
る
超
能
力
が
、
も
し
、

現
実
に
存
在
し
た
ら
？

　

Ｓ
Ｆ
・
前
衛
芸
術
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
安
部
公

房
の
幻
の
遺
作
が
文
庫
化
さ
れ
た
。
あ
る
夏
の
明
け

方
、
時
速
二
、
三
キ
ロ
で
滑
空
す
る
人
型
の
物
体
が

出
現
し
た
。
目
撃
者
は
男
性
不
信
の
女
・
小
文
字
並

子
、
冴
え
な
い
中
学
教
師
・
保
根
治
…
…
《
飛
ぶ

男
》
を
巡
っ
て
、
奇
妙
な
人
間
関
係
が
動
き
出
す
。

　

宙
に
浮
か
び
な
が
ら
携
帯
電
話
で
保
根
に
呼
び
か

け
る
《
飛
ぶ
男
》。
彼
を
空
気
銃
で
狙
撃
す
る
小
文

字
。
不
条
理
で
奇
想
天
外
な
安
部
公
房
の
作
品
世
界

は
さ
な
が
ら
出
鱈
目
な
コ
ラ
ー
ジ
ュ
か
、
眠
り
の
浅

い
と
き
に
見
る
夢
の
よ
う
。
し
か
し
細
部
に
宿
る
妙

な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
、
読
者
の
平
衡
感
覚
を
失
わ
せ
る
。

　

同
時
収
録
さ
れ
て
い
る
「
さ
ま
ざ
ま
な
父
」
は
、

「
飛
ぶ
男
」
本
編
で
は
明
か
さ
れ
な
か
っ
た
構
想
が

見
え
隠
れ
す
る
作
品
。
主
人
公
の
父
は
悪
用
し
よ
う

と
「
透
明
に
な
れ
る
薬
」
を
服
用
す
る
が
、
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
の
よ
う
に
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
透
明
に

な
る
の
は
本
当
に
体
だ
け
で
、
衣
服
も
時
計
も
、
奥

歯
の
金
冠
す
ら
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
。
体
内
に
取
り

込
ん
だ
食
物
が
消
化
さ
れ
る
様
子
ま
で
、
透
明
な
人

体
模
型
の
よ
う
に
丸
見
え
だ
。
そ
ん
な
透
明
人
間
と

一
つ
屋
根
の
下
で
暮
ら
す
の
は
、
想
像
以
上
に

0

0

0

0

0

気
味

が
悪
い
。
描
写
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、
心
臓
の
裏
を

く
す
ぐ
ら
れ
る
よ
う
な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
。

　

安
部
公
房
は
今
年
で
生
誕
一
〇
〇
年
を
迎
え
る
。

新
潮
文
庫
で
は
「
飛
ぶ
男
」
に
加
え
初
期
短
編
集
が

刊
行
。
既
刊
の
電
子
書
籍
も
解
禁
さ
れ
た
。
八
月
下

旬
に
は
代
表
作
「
箱
男
」
が
石
井
岳
龍
監
督
に
よ
っ

て
映
画
化
さ
れ
る
。
こ
の
機
会
に
、
未
完
の
大
作
を

味
わ
う
の
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。�

（�

く
た
く
た 

）

�

（
二
〇
八
頁　

税
込
六
四
九
円　

3
月
刊
）

　

ル
ー
・
リ
ー
ド
。
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
り

詩
人
。
彼
の
名
は
聞
い

た
こ
と
が
な
い
人
が
多

い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー

ホ
ル
の
手
に
な
る
、
あ
の
0

0

、
黄
色
い
バ
ナ
ナ
の
レ
コ

ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
？　

脳
裏
に
浮
か
ぶ
人
が
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
、
彼
ル
ー
・
リ
ー
ド
は
あ
の
レ
コ
ー
ド
の
バ

ン
ド
、
ヴ
ェ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
・
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
リ
ー
ド
ボ
ー
カ
ル
だ
。
そ
の
彼
が
バ
ン
ド
解
散
後

の
長
き
に
わ
た
る
ソ
ロ
活
動
時
に
書
い
た
も
の
も
含

め
、
厳
選
し
た
詩
集
が
本
書
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ス
ト
ー
リ
ー
』
で
あ
る
。
詩
集
な
の
に
ス
ト
ー
リ
ー

（
物
語
）。
ふ
と
す
る
と
見
逃
し
て
し
ま
い
が
ち
な
齟

齬
だ
が
、
こ
の
ず
れ
0

0

に
こ
そ
彼
の
本
領
が
あ
る
。

　

代
表
曲
と
さ
れ
る
“W

alk on the W
ild Side

”

を
見
て
み
よ
う
。
一
人
目
の
登
場
人
物
、
ホ
リ
ー
は

マ
イ
ア
ミ
か
ら
出
て
く
る
。
ア
メ
リ
カ
を
ヒ
ッ
チ
ハ

イ
ク
で
横
断
す
る
彼
女
は
「
眉
毛
を
抜
き
な
が
ら
／

ス
ネ
毛
を
剃
っ
た
ら　

女
に
な
っ
た
／
坊
や　

冒
険

し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
、
彼
女
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

雑
踏
へ
―
―
こ
の
歌
に
は
有
名
無
名
を
合
わ
せ
て
五

人
も
の
人
物
が
登
場
す
る
の
だ
―
―
姿
を
消
す
。
そ

れ
も
、
超
ク
ー
ル
に
。
そ
う
、
ル
ー
・
リ
ー
ド
が
描

く
の
は
「
あ
な
た
」
一
人
に
歌
う
ラ
ブ
ソ
ン
グ
で
は

な
く
、
顔
と
名
前
を
持
っ
た
、
人
物
（
実
在
の
こ
と

も
、
そ
う
で
な
い
こ
と
も
あ
る
）
の
肖
像
、
彼
（
彼

女
）
ら
の
人
生
の
一
コ
マ
な
の
だ
。
詩
で
あ
り
な
が

ら
ス
ト
ー
リ
ー
で
も
あ
る
、
奇
妙
な
世
界
。

　

そ
ん
な
彼
の
詩
は
、
是
非
と
も
原
曲
を
探
し
出
し

て
、
音
と
合
わ
せ
て
聴
い
て
ほ
し
い
。
彼
の
声
と
彼

の
ギ
タ
ー
、
こ
れ
ら
が
詩
と
合
わ
さ
っ
た
と
き
に
世

界
が
完
成
す
る
。�

（�

コ
ー
ク 

）

�

（
四
一
〇
頁　

税
込
三
六
三
〇
円　

4
月
刊
）

ニュ
ー
ヨ
ー
ク・ス
ト
ー
リ
ー
ズ

ル
ー・リ
ー
ド
詩
集

ル
ー
・
リ
ー
ド
著
、梅
沢
葉
子
訳

河
出
書
房
新
社
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被
災
者
発
の
復
興
論

─
─�

３・
１１
以
後
の
当
事
者
排
除
を

超
え
て

山
下
祐
介
／
横
山
智
樹
編　

岩
波
書
店

　

今
年
の
元
日
、
石
川

能
登
を
最
大
震
度
七
の

揺
れ
が
襲
っ
た
。
あ
の

張
り
詰
め
た
空
気
、
人

の
死
の
生
々
し
さ
は
ま
だ
脳
裏
に
こ
び
り
付
い
て
い

る
。
こ
の
社
会
は
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
ら

し
い
。
―
―
3
・
11
か
ら
一
三
年
が
経
っ
た
今
、
改
め

て
東
北
が
辿
っ
た
復
興
の
帰
結
を
確
か
め
て
み
た
い
。

　

著
者
ら
は
明
言
す
る
。
そ
れ
は
失
敗
0

0

だ
っ
た
と
。

東
北
の
復
興
は
「
誰
も
い
な
い
『
空
っ
ぽ
の
当
事

者
』
や
、
空
っ
ぽ
の
防
災
や
復
興
の
た
め
に
、
そ
こ

に
今
住
ん
で
る
人
の
暮
ら
し
に
必
要
な
も
の
、
暮
ら

し
そ
の
も
の
や
地
域
そ
の
も
の
を
奪
」
っ
て
き
た
。

被
災
当
事
者
た
ち
は
、
他
な
ら
ぬ
復
興
の
主
体
か
ら

排
除
さ
れ
続
け
て

0

0

0

い
る
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
失
敗
が
生
じ
た
の
か
。
本
書
は

復
興
に
お
け
る
当
事
者
排
除
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
、
被
災
当
事
者
が
丹
念
に
問
い
直
し
て
き
た
思
索

の
記
録
で
あ
る
。
地
震
、
原
発
、
風
評
を
め
ぐ
る
被

害
／
加
害
―
―
「
当
事
者
」
と
は
複
雑
な
位
相
を
幾

重
に
孕
む
言
葉
だ
。
し
か
し
、
国
が
突
き
つ
け
る
復

興
計
画
は
、
そ
の
複
雑
さ
を
十
把
一
絡
げ
に
ま
と
め

世
界
目
録
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
男

奇
才
ポ
ー
ル・オ
ト
レ
と
情
報
化
時
代
の
誕
生

ア
レ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ト
著

鈴
木
和
博
訳　

み
す
ず
書
房

　

国
際
十
進
分
類
法
。

図
書
分
類
法
の
ひ
と
つ

で
、
数
字
を
連
結
す
る

こ
と
で
主
題
を
細
か
く

整
理
で
き
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
本
書
は
そ
の
考

案
者
の
ひ
と
り
、
ベ
ル
ギ
ー
の
起
業
家
ポ
ー
ル
・
オ

ト
レ
（
一
八
六
八
～
一
九
四
四
）
の
伝
記
だ
。
彼
は

二
〇
世
紀
前
半
の
目
ま
ぐ
る
し
い
時
代
の
中
、
膨
大

な
情
報
を
索
引
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
秩
序
立
て
る
こ

と
で
統
合
し
、
世
界
を
ひ
と
つ
に
す
る
こ
と
を
夢
見

て
い
た
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
ア
ク
セ

ス
可
能
な
巨
大
図
書
館
。
そ
れ
は
人
類
全
体
の
知
性

を
底
上
げ
し
、
や
が
て
は
世
界
平
和
に
繋
が
る
…
…
。

け
れ
ど
も
そ
の
夢
は
実
現
す
る
こ
と
な
く
、
ベ
ル
ギ

ー
は
二
つ
の
世
界
大
戦
に
巻
き
込
ま
れ
て
ゆ
く
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
い
つ
で
も

0

0

0

0

、
ど
こ
で
も

0

0

0

0

、

誰
で
も
ア
ク
セ
ス
可
能
な
巨
大
図
書
館

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
け
れ
ど

も
世
界
平
和
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
し
ま

っ
た
二
一
世
紀
の
わ
た
し
の
目
に
は
、
人
類
の
知
性

に
懸
け
る
オ
ト
レ
の
情
熱
は
ひ
ど
く
切
な
い
も
の
と

し
て
映
る
。
誰
で
も
使
え
る
は
ず
の
索
引
シ
ス
テ
ム

が
細
か
く
整
理
さ
れ
す
ぎ
て
か
え
っ
て
複
雑
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
、
構
想
さ
れ
た
学
問
の
ユ
ー
ト
ピ

ア
が
知
識
の
独
占
と
管
理
に
転
じ
か
ね
な
い
こ
と
。

そ
ん
な
ふ
う
に
オ
ト
レ
の
夢
は
空
回
り
し
て
、
時
代

の
波
に
か
き
消
さ
れ
て
ゆ
く
。
で
は
、
オ
ト
レ
は
間

違
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
う
言
い
切
れ
る
ほ

ど
、
現
代
の
人
類
は
賢
く
な
っ
た
だ
ろ
う
か
？

　

あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
も
う
ひ
と
つ
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
想
像
さ
せ
る
オ
ト
レ
の
夢
は
、
知
識
の

あ
り
方
、
そ
の
未
来
に
つ
い
て
、
わ
た
し
た
ち
に
改

め
て
考
え
さ
せ
る
。
こ
れ
は
考
え
続
け
る
価
値
の
あ

る
問
い
だ
。
少
な
く
と
も
オ
ト
レ
は
、
決
し
て
諦
め

な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。�

（�

水
炊
き 

）

�

（
四
一
六
頁　

税
込
四
九
五
〇
円　

6
月
刊
）

上
げ
る
。
従
順
で
し
お
ら
し
い
「
当
事
者
」
像
に
そ

ぐ
わ
な
い
声
は
不
可
視
化
さ
れ
、
目
的
と
主
体
を
欠

い
た
空
虚
な
事
業
だ
け
が
加
速
し
て
い
く
。

　

安
易
な
理
解
を
拒
む
本
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
「
当

事
者
」
と
い
う
言
葉
の
複
雑
さ
が
、
慎
重
に
用
い
ら

れ
て
い
る
か
ら
。
け
れ
ど
、
複
雑
さ
は
曖
昧
さ
の
許

容
を
意
味
し
な
い
。
本
書
が
紡
ぐ
の
は
、
グ
レ
ー
に

ご
ま
か
さ
れ
た
「
当
事
者
」
理
解
は
、
復
興
か
ら
主

体
を
奪
い
取
る
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
だ
。

　

一
三
年
の
月
日
を
経
れ
ど
な
お
、
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
痛
み
と
声
。
そ
の
反
省
を
未
来
に
繋
ぐ

た
め
に
必
要
な
一
冊
。�

（�

浅
煎
り 

）

�

（
二
六
四
頁　

税
込
二
六
八
〇
円　

3
月
刊
）
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西
洋
哲
学
史
入
門
Ｉ

古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
ま
で

千
葉
雅
也
／
納
富
信
留
／
山
内
志
朗
／
伊
藤
博
明
著
、斎
藤
哲
也
編　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書

文
章
は「
形
」か
ら
読
む

こ
と
ば
の
魔
術
と
出
会
う
た
め
に

阿
部
公
彦
著　

集
英
社
新
書

刑
の
重
さ
は
何
で
決
ま
る
の
か

高
橋
則
夫
著

ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書

　

文
章
は
、
こ
と
ば
の
意
味
だ
け
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
契
約
書
に
は
宣
言
調
で
お
堅

い
「
形
」
が
、
料
理
本
に
は
ニ
コ
ニ
コ
し
た
よ
う
な

「
形
」
が
備
わ
り
、
そ
れ
が
読
者
に
作
用
し
て
い
る
。

そ
ん
な
「
形
」
か
ら
、
文
章
の
効
果
や
書
き
手
の
意

図
を
次
々
に
分
析
し
て
い
く
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

著
者
の
手
つ
き
は
非
常
に
大
胆
だ
。
よ
く
あ
る
カ

フ
ェ
の
注
意
書
き
を
い
じ
っ
て
詩
の
形
式
に
し
て
み

よ
う
、
と
い
う
章
な
ど
は
、
そ
の
取
り
組
み
が
詩
の

「
形
」
を
茶
化
す
パ
ロ
デ
ィ
の
よ
う
に
も
見
え
、
読

む
の
に
な
か
な
か
勇
気
が
要
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

本
書
は
著
者
の
論
の
「
実
践
編
」
で
あ
り
、
解
説

よ
り
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
比
重
が
大
き
い
。

よ
っ
て
、
よ
り
深
く
理
解
し
た
い
読
者
は
彼
の
他
の

著
書
に
も
あ
た
る
の
が
良
さ
そ
う
だ
。
こ
う
し
た
構

成
が
取
ら
れ
て
い
る
の
は
、
本
書
の
肝
が
、
国
語
科

学
習
指
導
要
領
改
訂
へ
の
問
題
提
起
だ
か
ら
だ
ろ
う
。

彼
に
よ
れ
ば
、
論
理
的
・
実
用
的
な
文
章
を
読
む
た

め
に
も
、「
形
」
へ
の
着
目
は
必
要
。
し
か
し
、
そ

の
力
を
育
て
て
く
れ
る
文
学
作
品
の
読
解
が
、
役
に

立
た
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
だ
。

斬
新
で
、
か
つ
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。�
（�
朝
露 

）
�

（
三
一
二
頁　

税
込
一
一
四
四
円　

3
月
刊
）

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
の
哲
学
史
入
門
書
!?　
「
聞

き
書
き
式
」
と
は
ま
さ
に
本
邦
初
で
あ
る
。
編
者
で

あ
る
斎
藤
が
読
者
の
目
線
か
ら
率
直
な
疑
問
を
投
げ

か
け
る
と
、
研
究
者
が
難
解
な
概
念
を
噛
み
砕
き
つ

つ
そ
れ
に
答
え
て
く
れ
る
。
読
者
を
置
き
去
り
に
す

る
こ
と
な
く
、
思
考
の
渦
に
巻
き
込
ん
で
い
く
―
―

彼
ら
の
対
話
に
は
そ
ん
な
力
が
宿
っ
て
い
る
。

　

シ
リ
ー
ズ
三
巻
の
始
ま
り
と
な
る
本
書
は
、
古
代

ギ
リ
シ
ア
哲
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
入
門
書
で
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
が
ち
な
中
世
哲
学
、

そ
し
て
一
四
〜
一
六
世
紀
の
ル
ネ
サ
ン
ス
思
想
を
も

照
射
す
る
。
ソ
フ
ィ
ス
ト
っ
て
何
者
？　
「
唯
名
論
」

が
生
ま
れ
た
の
は
な
ぜ
？　

ル
ネ
サ
ン
ス
思
想
の
人

間
観
っ
て
？　

こ
う
し
た
問
い
に
対
す
る
真
摯
な
回

答
に
は
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
問
題
と
の
関
連
や
、

目
下
の
研
究
課
題
の
提
示
も
含
ま
れ
る
。
斎
藤
は
言

う
、「
哲
学
史
は
い
ま
な
お
格
闘
中
の
問
題
が
ご
ろ

ご
ろ
と
転
が
っ
て
い
る
生
も
の
だ
」
と
。

　

第
一
巻
に
続
け
て
、
続
刊
の
著
者
も
ま
た
実
に
豪

華
な
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
全
巻
を
読
み
切
り
、
常
に
変

化
し
続
け
る
「
哲
学
史
の
現
場
」
の
一
端
を
味
わ
っ

て
み
て
は
。�

（�

は
ら
ん 

）

�

（
二
七
二
頁　

税
込
一
一
〇
〇
円　

4
月
刊
）

　

分
か
り
や
す
く
書
か
れ
た
刑
法
の
入
門
書
…
…
だ

が
、
タ
イ
ト
ル
の
フ
ラ
ン
ク
さ
を
一
蹴
す
る
ほ
ど
詳

し
く
て
濃
い
学
術
書
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
新
書
ら
し

さ
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

著
者
の
手
腕
で
あ
る
。
著
者
は
、
数
々
の
刑
法
関
連

書
籍
を
執
筆
し
て
い
る
一
方
で
、
と
っ
つ
き
に
く
い

刑
法
を
一
般
的
に
噛
み
砕
く
こ
と
が
上
手
い
の
だ
。

　

序
章
か
ら
、
刑
法
の
役
割
や
目
的
な
ど
の
初
歩
的

な
情
報
や
、
国
に
よ
っ
て
異
な
る
考
え
方
を
取
っ
て

い
る
学
説
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
説
明
が
並

ん
で
い
る
。
な
か
で
も
最
も
印
象
に
残
る
の
は
、
刑

法
は
被
害
者
の
た
め
に
は
効
果
を
発
揮
せ
ず
、
予
防

効
果
し
か
な
い
一
方
で
、
社
会
貢
献
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
内
で
の
法
益
保
護
と
自
由
保
障
は
、
社
会
生
活
を

営
む
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
も
同
時
に
理
解
で
き
る
。

　

よ
り
詳
し
く
刑
法
の
こ
と
が
知
り
た
い
と
思
っ
た

方
、
あ
る
い
は
刑
法
総
論
の
授
業
に
つ
い
て
行
け
ず

に
焦
っ
て
い
る
法
学
部
下
回
生
の
方
は
、
著
者
編
著

の
『
授
業
中　

刑
法
演
習
―
―
わ
れ
ら
考
え
る
、
故

に
わ
れ
ら
あ
り
』（
信
山
社
）
も
併
せ
て
手
に
取
っ

て
も
ら
い
た
い
。�

（�

プ
ラ
チ 

）

�

（
二
〇
一
頁　

税
込
九
四
六
円　

4
月
刊
）

新書コーナー新書コーナー
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私の本棚

漠
然
と
し
た「
哲
学
っ
ぽ
い
」問
い
に
輪
郭
を

　

哲
学
と
は
「
人
生
の
意
味
」
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
な
学
問
だ
、
と
思
わ
れ

が
ち
な
一
方
、
多
く
の
哲
学
者
た
ち
は
そ
れ
を
、
厳
密
な
哲
学
研
究
に
そ
ぐ
わ

な
い
テ
ー
マ
と
し
て
あ
し
ら
っ
て
き
た
。『�

人
生
の
意
味
の
哲
学
入
門 

』（
春
秋

社
）
の
ま
え
が
き
に
書
か
れ
た
こ
の
事
実
に
、
驚
く
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
よ
う
や
く
、
そ
の
風
潮
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

本
書
は
「
人
生
の
意
味
」
の
分
析
哲
学
的
研
究
を
初
学

者
向
け
に
解
説
す
る
、
お
そ
ら
く
日
本
初
の
一
冊
だ
。

　

人
生
の
意
味
に
つ
い
て
の
問
い
は
、
し
ば
し
ば
「
悩

み
」
で
あ
る
。
人
そ
れ
ぞ
れ
で
正
解
が
な
く
、
議
論
し
得
な
い
問
い
に
も
見
え

る
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら
哲
学
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
？　

本

書
は
こ
の
よ
う
な
初
歩
的
な
問
い
か
ら
出
発
し
、
主
要
な
研
究
史
を
概
説
し
つ

つ
、
人
生
の
意
味
の
主
観
説
と
客
観
説
、
の
よ
う
な
基
礎
的
な
立
場
の
違
い
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
い
く
。
後
半
は
や
や
高
度
な
内
容
も
あ
る
が
、
概

し
て
入
門
す
る
に
あ
た
っ
て
の
外
堀
を
埋
め
て
く
れ
る
の
が
本
書
だ
と
言
え
る
。

　

た
だ
し
本
書
は
「
人
生
の
意
味
の
哲
学
」
と
い
う
領
域
を
論
じ
る
メ
タ
な
視

点
が
多
く
、「
人
生
の
意
味
」
と
は
か
く
か
く
で
あ
る
、
と
い
う
正
面
か
ら
の

主
張
に
は
出
会
え
な
い
。
熱
意
あ
る
読
者
に
は
少
々
物
足
り
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
次
に
紹
介
す
る
の
は
、『�

生
の
有
意
味
性
の
哲
学 

』（
晃
洋
書
房
）。

本
書
で
著
者
が
論
じ
る
の
は
、
自
分
に
ど
ん
な
価
値
あ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を

探
り
な
が
ら
生
を
形
成
し
実
現
し
て
い
く
活
動
に
、
人
生
の
意
味
を
見
る
論
だ
。

こ
の
よ
う
に
一
本
の
軸
が
通
っ
た
研
究
書
は
や
は
り
読
み
応
え
抜
群
！　

さ
ら

に
、
最
前
線
で
用
い
ら
れ
る
厳
密
な
定
義
な
ど
に
触
れ
ら
れ
る
点
も
有
意
義
だ
。

　

そ
し
て
こ
の
場
で
注
目
し
た
い
の
は
、
研
究
の
土
台
と
し
て
解
説
さ
れ
る

「W
olf-M

etz

パ
ラ
ダ
イ
ム
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
書
に
沿
っ
て
正
確
に
理
解
す

れ
ば
、
人
生
の
意
味
の
哲
学
の
重
要
性
が
は
っ
き
り
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

「
人
生
の
意
味
」
を
、
他
の
価
値
に
は
還
元
で
き
な
い
、「
道
徳
」
と
「
幸
福
」

に
次
ぐ
第
三
の
価
値
と
み
な
す
枠
組
み
で
あ
る
。

　

従
来
「
善
」
の
価
値
領
域
は
道
徳
と
幸
福
を
軸
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。
人
助

け
は
道
徳
的
に
善
い
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
爽
快
感
は
幸
福
に
資
す
る
善
い
こ
と�

―
―
一
見
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
「
よ
い
こ
と
」
が
こ
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
そ
う

だ
。
し
か
しW

olf

に
よ
れ
ば
、
病
気
の
兄
弟
を
見
舞
う
こ
と
や
、
子
供
の
た
め

に
徹
夜
し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
作
る
こ
と
は
、
道
徳
の
た
め
で

も
自
分
の
幸
福
の
た
め
で
も
な
い
が
、
価
値
が
あ
る
。
そ
し
て
我
々
の
生
は
、

日
常
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
こ
の
第
三
の
価
値
に
よ
っ
て
、
意
味
あ
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
の
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
哲
学
・
倫
理
学
は
こ
の
価
値
を
捉
え
損

ね
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
「
人
生
の
意
味
」
が
分
析
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
も
う
一
度
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
、『�

現

代
思
想
　
特
集
=
人
生
の
意
味
の
哲
学 

』（
青
土
社
）

へ
と
移
ろ
う
。
先
ほ
ど
の
一
冊
は
「
第
三
の
価
値
」

と
い
う
側
面
を
押
し
出
し
、
議
論
の
枠
を
厳
密
に
定

め
て
論
じ
尽
く
す
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
来
る
と
そ
の
景
色
は
一
変
す
る
。

「
意
味
」
と
い
う
言
葉
の
示
す
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
分
析
し
た
り
、
実
存
主
義

と
の
対
比
を
論
じ
た
り
、
ま
た
医
療
現
場
な
ど
実
社
会
と
の
関
連
で
考
察
し
た

り
…
…
と
、
雑
誌
ら
し
く
多
種
多
様
で
新
鮮
な
観
点
が
提
示
さ
れ
る
の
だ
。
よ

り
自
ら
の
関
心
に
近
く
、
よ
り
自
ら
の
人
生
に
と
っ
て
意
義
深
い
論
点
を
探
し

求
め
る
読
者
に
と
っ
て
は
、
本
書
が
最
良
の
ガ
イ
ド
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

読
者
が
ど
の
道
で
思
索
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
人
生
の
意
味
」
の
問

い
が
、
真
剣
で
面
白
い
、
有
意
味
な
も
の
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。�

（�

朝
露 

）
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私の本棚

「
暗
闇
を
自
分
の
も
の
に
す
る
」

　
失
わ
れ
た
暗
闇

　

熱
帯
夜
、
あ
な
た
は
眠
れ
ず
散
歩
に
出
か
け
る
。
数
十
メ
ー
ト
ル
先
ま
で
道

を
照
ら
す
街
灯
の
列
。
爛
々
と
輝
く
コ
ン
ビ
ニ
や
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
。
立
ち

止
ま
っ
て
晴
れ
た
夜
空
を
見
上
げ
る
。
瞬
く
星
の
な
い
夜
空
。
気
づ
い
て
い
る

だ
ろ
う
か
、
夜
が
明
る
す
ぎ
る
こ
と
に
。

　

世
界
に
六
〇
〇
〇
種
ほ
ど
い
る
哺
乳
類
の
多
く
が
、
夜
明
け
や
黄
昏
の
薄
暗

い
時
間
帯
を
好
む
。
昆
虫
や
鳥
を
含
め
れ
ば
、
暗
闇
を
活
動
領
域
と
す
る
動
物

は
も
っ
と
多
い
。
彼
ら
は
人
間
の
目
で
は
捉
え
切
れ
な
い
光
の
波
長
や
磁
場
を

頼
り
に
狩
り
を
行
い
、
番
を
探
す
。
彼
ら
を
導
く
の
は
月
の
発
す
る
ほ
の
か
な

光
で
あ
っ
て
、
人
工
の
光
で
は
な
い
。
人
間
が
商
売
と
安
全
の
た
め
に
灯
す
強
い

光
は
、
自
然
の
法
則
を
乱
し
、
生
き
物
た
ち
の
〈
眼
〉

を
眩
ま
せ
て
し
ま
う
。『�

暗
闇
の
効
用 

』（
太
田
出
版
）

は
、
現
代
の
こ
う
し
た
「
光ひ

か
り
が
い害

」
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

生
態
系
に
と
っ
て
の
暗
闇
の
重
要
性
を
説
く
一
冊
だ
。

　

著
者
ヨ
ハ
ン
・
エ
ク
レ
フ
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
コ
ウ
モ
リ
学
者
で
あ
り
、
二

〇
年
近
く
、
夜
を
好
む
生
物
を
観
察
し
て
き
た
。
蛾
、
ホ
タ
ル
、
ク
ロ
ウ
タ
ド
リ
、

ウ
ミ
ガ
メ
―
―
人
間
と
は
異
な
る
感
知
能
力
を
持
つ
彼
ら
の
生
に
思
い
を
馳
せ

る
よ
う
エ
ク
レ
フ
は
呼
び
か
け
る
。「
昆
虫
を
救
う
方
法
よ
り
も
昆
虫
を
殺
す
方

法
の
研
究
の
ほ
う
が
多
い
こ
と
は
、
私
た
ち
人
間
の
営
み
を
よ
く
物
語
っ
て
い

る
。」「
人
間
は
夜
に
生
き
る
動
物
を
追
い
や
り
な
が
ら
、
昼
を
押
し
広
げ
て
き

た
」。
そ
の
代
償
が
あ
ま
り
に
大
き
い
こ
と
に
私
た
ち
は
気
づ
か
な
い
。

　
嫌
わ
れ
た
暗
闇

　
「
苦
難
と
闇
、
暗
黒
と
苦
悩
、
暗
闇
と
追
放
」
―
―
神
の
い
な
い
生
を
語
る

『
イ
ザ
ヤ
書
』
の
言
葉
で
あ
る
。
暗
闇
は
悪
や
無
知
の
象
徴
と
し
て
、
忌
み
嫌

わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
闇
は
人
間
の
敵
な
の
だ
ろ
う
か
？　

科
学
的
な
考
察
の

傍
で
、
エ
ク
レ
フ
は
暗
闇
を
め
ぐ
る
思
想
史
に
も
立
ち
寄
る
。
北
欧
神
話
に
お

い
て
、
地
上
の
休
息
期
間
と
し
て
必
要
と
さ
れ
た
冥
界
の
闇
。
中
国
思
想
に
お

い
て
、
光
と
と
も
に
一
つ
の
総
体
を
な
す
闇
。
そ
し
て
、
谷
崎
潤
一
郎
が
『
陰

翳
礼
讃
』
で
評
価
し
た
ほ
の
暗
さ
。
今
こ
そ
暗
闇
を
尊
ぶ
先
人
た
ち
の
声
に
耳

を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
暗
闇
に
は
、
私
た
ち
の
想
像
以
上
の
発
見
が

あ
る
。［
…
］
私
た
ち
は
、
暗
闇
と
そ
の
静
け
さ
や
繊
細
な
美
し
さ
の
な
か
で

安
心
す
る
。
夜
の
闇
の
な
か
に
も
生
命
が
あ
る
の
だ
」。

　
慰
め
る
暗
闇

　

人
間
の
そ
ば
に
は
暗
闇
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
わ
い
も

の
で
は
な
い
、
と
教
え
て
く
れ
る
の
は
一
冊
の
絵
本
で

あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
テ
ル
ヒ
・
エ
ー
ケ
ボ
ム
が
描

く
『�

お
ば
け
の
こ 

』（
求
龍
堂
）
は
、
水
墨
画
の
よ
う

な
淡
い
陰
影
が
織
り
な
す
絵
に
、
わ
ず
か
な
言
葉
が
添
え
ら
れ
た
絵
本
。「
こ

こ
ろ
が
き
ず
だ
ら
け
に
な
っ
た
」
女
性
は
暗
い
森
の
そ
ば
へ
越
し
て
く
る
。
そ

の
森
に
は
死
者
の
た
ま
し
い
が
い
る
と
い
う
。
そ
ん
な
彼
女
の
も
と
へ
あ
る
日
、

お
ば
け
の
こ
が
や
っ
て
く
る
。
家
を
離
れ
な
い
お
ば
け
の
こ
に
彼
女
は
尋
ね
る
。

「
ど
う
し
て
ひ
か
り
の
な
か
へ
い
か
な
い
の
？
」

「
に
ん
げ
ん
の
こ
ど
も
で
い
た
い
か
ら
。」

　

お
ば
け
の
こ
は
、
た
ま
し
い
が
向
か
う
は
ず
の
ひ
か
り
の
な
か
を
目
指
さ
な

い
。
人
間
で
い
る
た
め
に
。
ひ
か
り
で
満
た
さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
も
う
人
間

で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
お
ば
け
の
こ
と
共
に
、
そ
し
て
森
の
暗
闇
と
共
に

女
性
は
心
の
傷
を
癒
し
て
い
く
。

　

暗
闇
を
、
夜
を
、
楽
し
も
う
。�

（�

は
ら
ん 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
音
楽
小
説
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
！

（『
蜜
蜂
と
遠
雷
』
や
『
革
命
前
夜
』
な
ど
）

�

（�

理
学
部
・
え
び
天
天 

）

○
日
本
文
学
、
古
典
も
の
と
か
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

平
家
物
語
と
か
源
氏
と
か
…
…
あ
ま
り
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。�

（�

天
プ
ラ
そ
ば
大
盛
り 

）

―
―
食
欲
を
そ
そ
る
Ｐ
Ｎ
が
素
敵
な
お
二
方
か
ら
の

ご
要
望
で
す
。
夏
に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。
弊
誌
の
裏

事
情
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
毎
月
の
特
集
は
半
年
ご

と
に
編
集
委
員
で
案
を
出
し
合
っ
て
決
め
て
お
り
ま

す
。「
音
楽
」
も
「
古
典
」
は
毎
回
惜
し
い
と
こ
ろ

ま
で
票
を
集
め
る
の
で
す
が
、
悲
し
い
か
な
、
勝
ち

残
り
は
し
な
い
テ
ー
マ
で
す
。
音
楽
を
愛
す
る
私
と

し
て
は
悔
し
い
限
り
…
…
。
ど
う
に
か
音
楽
の
特
集

を
展
開
で
き
な
い
か
画
策
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
新
刊
を
紹
介
す
る
枠
が
多
い
『
綴
葉
』
で

は
、
日
本
の
古
典
が
手
薄
に
な
り
が
ち
な
の
も
事
実
。

個
人
的
に
は
『
伊
勢
物
語
』
の
在
原
業
平
が
大
好
き

な
の
で
す
が
…
…
と
、
こ
こ
で
そ
の
愛
を
語
る
に
は

紙
幅
が
足
り
ま
せ
ん
ね
。
ま
た
の
機
会
を
お
楽
し
み

に
。
と
は
い
え
、
最
近
で
は
近
代
日
本
文
学
を
専
門

と
す
る
編
集
委
員
も
加
わ
り
、『
綴
葉
』
の
顔
ぶ
れ

も
移
ろ
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
後
期
の
『
綴
葉
』
の
選

書
が
ど
う
な
る
の
か
、
乞
う
ご
期
待
。�

（�

浅
煎
り 

）

　みなさんには、座右の銘はありますか？　
私は高校まで「好きこそものの上手なれ」と
いう言葉を心に留めて生きていました。とこ
ろがどっこい、大学に入ると、好きでなくと
もやらねばならないことがいかに多いかを思
い知ります。「やりたい」ことではなく、「や
らなければならない」ことに囲まれると自分
の気持ちがわからなくなるものですね。食べ
たいものすらわからなくなりました。
　もちろん、好きではないことにもある程度
我慢して取り組まなければなりません。ただ
し、〈ある程度〉。今したいことに躊躇せず打
ち込める時間も必要ですから。人、花、スポ
ーツ、本……。好き！と言えるものを増やし
ていくのは案外難しいことだと思います。そ
れでも、綴葉に携わる時間は、私が好き！と
いえる貴重な時間の一つでした。
　冒頭の話題に戻ると、近頃心に留めている
のは「命短し恋せよ乙女」という言葉です。
まあ乙女なんて歳ではないんですが。辛い時
には倍賞千恵子さんの歌う『ゴンドラの唄』
を聴いています。
　最後になりましたが、読者の皆さんへお別
れのご挨拶を申し上げます。今月号まで私の
稚拙な文章にお付き合いくださり、本当にあ
りがとうございました。� （�はらん ）

当てよう！図書カード編集後記
　今号の特集は「予算 1000 円絶品本」、千円
札一枚で買える本を紹介しております。そう
いえば今月からは、新デザインの千円札が流
通し始めましたね。その図柄に採用されてい
るのは北里柴三郎ですが、彼が留学先で師事
した、ある有名な細菌学者とは誰でしょう？
　　1．フレミング　　2．コッホ
　　3．パスツール　　4．レフラー
� （�水炊き ）
《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記 QR コードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5 名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 9 月 15 日です。

《5月号の解答》 5 月号の問題の正解は、4．
の松本隆でした。代表曲は「風をあつめて」

「木綿のハンカチーフ」「赤いスイートピー」
など……日本の歌謡曲の歴史そのものと言え
るでしょう。さて、図書カードの当選者は、
ムニエルさん、レヂデントさん、さだのぶさ
ん、えび天天さん、うにさんの 5 名です。当
選おめでとうございます。
� （�浅煎り ）


